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地域の課題と地元企業の価値を理解し、
持続可能な次世代の地域産業を担う人材の育成

産業界との連携を強化した総合産業高校の新しい魅力の創造
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🔷自己肯定感を持ち、主体的

に生きることができる人材

🔷DX等の先端技術に触れ、そ
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◇育てたい生徒像

テーマ(目標)

2040年産業の将来構想 企業が価値づくり産業へ進化し、ＡＩ・ロボット等の未来技術を活用できる人材育成の先進地を形成する(福井県長期ビジョン)
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主な取り組み

現場を見る。聞く。オウンリーワン、最先端技術を感じる。
そして、自分に関する問いを見つけ、探究する。その精神
を大切にしたいと考えている。
企業には、あらかじめ就活に関する研修ではなく、地域に
貢献する産業の使命に関する視点での研修である旨を伝え、
生徒は項目別チェックシートをもって臨む。

R4年度に延期
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生徒活動概念図

成果と課題

今年度もコロナに翻弄され、思うように計画
が遂行されなかった。そのため、生徒のこの
事業による変容を見て取ることが難しい状況
だったが、初年度、この事業を持続可能性意
識し、以下のことを確立できた。
成果
① この事業を総合産業高校としての学校
改革と位置付け、全職員で右のような生
徒活動概念図を共有することができた。

② 生徒は、CEO・産業実務家教員の授業
や企業研修を終えての振り返りシートの
中で、「産業」というもの、そして「自分が
今後仕事に携わっていくことへの自覚が
生まれ、夢を持つことができた。

③ ８コースそろっての課題研究発表会を行
うことができ、今後のこの事業の関わり、
推進を確認することができた。

課題
〇 この事業を持続させるために生徒の変
容の捉え方。予算措置の獲得。


